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石川 貴章（(株)エフテック），大類 彰浩（レオン自動機(株)），近藤 晶（(株)キリウ），佐藤 凛（株・小金井精機(株)），

LOO CHOON SENG(コニカミノルタ(マレーシア))，正森　一俊(帝京大学理工学部)

地球温暖化抑制を狙いに，2050年の低炭素化社会に向けた輸送手段としての自動車の在り方が問われており，内燃機関からの

脱却や負荷を低減する目的で，電動化の流れが加速している。しかし2050年の世界の自動車保有台数は25億台に達するとも

言われ，その全てを電動車両で置き換える事は困難を伴う。しかも将来の輸送手段の主力で有り続ける貨物車や産業用では，

ディーゼルエンジンの高効率化と低燃費化(低CO2化)が必須で有る(1)(2)。そこで本研究では，エンジンの性能を大きく左右

するエンジン冷却水温度(オイル温度)・ブースト温度（吸気温度）・燃料温度を大きく変化させ，燃費とCO2および排出ガス

に及ぼす影響を調査，その効果が把握出来たので報告し今後の低燃費技術の提案・確立に繋げる。

関連画像

機械・精密システム工学科　学会発表           

2011日本機械学会 栃木群馬ﾌﾞﾛｯｸ合同講演会
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